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【17】 

テーマ「大人（地域）の在り方を考える」  

タイトル「いじめられる子にも問題があるの？」 （小学校高学年以上向き） 

 

【学習のポイント】 

 ○いじめる子がいなければ、いじめは存在しない。いじめを子どもだけの問題としないために、大

人として大切なことは何かを考える。 

 

【キーワード】 

 ○子どもの居場所、自尊感情、社会的支援  

 

【すすめ方（８５分）】 

流れ 分 主 な 活 動 主 な 発 問 留 意 点 

導 入  ５ 

  

 

 

 

 

５ 

１ 本研修会のねらい

や進め方の説明をす

る 

・話合いのルール確認 

（参加・協力・守秘） 

 

２ アイスブレイクを

する 

 

■「まじめなおしゃべり」という感覚で、

肩の力を抜いて参加してください。（全体

の前で意見発表する場面はありません。） 

参加：進んで参加、パスもＯＫ 

協力：みんなで協力、答えを導き出す 

守秘：出てきた個人情報、置いて帰る 

■立ち上がって体を使うレクリエーション

をしましょう。（姿勢を正したり、ストレ

ッチングしたりするだけでもＯＫ） 

・子どもの好きなおかず、元気になる食べ

物等を出し合いながら自己紹介タイム 

■今日は、発表の場はありませんので、安

心して参加してください。 

◆ファシリテーター

は自己紹介する。 

 

◆「参加・協力・守秘」

を板書しておく。 

 

◆いきなりペアで体

の接触があるレク

リエーションは避

ける。 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開２ 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

３ どんな子が“いじ

める子”になりやす

いか考える 

（いじめっ子の特徴

をつくり出す背景に

ついて考える） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

４ いじめに向かわせ

ないためにできるこ

とについて考える 

■今日の学習では、子どもたちをいじめに

向かわせている背景を考えることを通し

て、いじめをしない親子の在り方や社会

の在り方について一緒に考えていきたい

と思います。 

■まず、模造紙の真ん中に「いじめる子」

と書き、そこから展開例のように枝をだ

し、いじめる子の特徴（性格等）を順番

に書きましょう。 

■次に、その特徴（性格等）をつくり出し

ている背景にはどのようなことが考えら

れるか、書かれている特徴（性格等）か

ら枝を延ばして書きましょう。 

■さらに、その背景をつくり出している要

因はないか考え、あればそこから枝を延

ばして、その内容を書きましょう。 

■関連があると思われる内容を線でつなぎ

ましょう。 

◆枝がなかなか延びないグループは、他の

グループの邪魔にならないように偵察に

いっても構いません。 

 （時間を決めて偵察タイムを設ける。） 

■様々な要因が子どもをいじめに向かわせ

ているのではないかということが考えら

れます。 

◆模造紙の使い方に

ついて展開例を示

しながら説明して

いく。 

 

◆黒マジックを全員

が持ち記入する。 

◆会話をしながら思

いつくものから記

入するよう助言す

る。 

◆考えた内容は単語

でも文章でもよい

ことを助言する。 

◆出にくい班には、一

例を出す。 

◆いじめの原因は家

庭に問題があると

限定的にならない

よう、社会的な背景

に目を向けるよう

に助言する。 

◆日常生活と結びつ

けて考えるよう助

言する。 
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 ※模造紙のあいてい

る箇所に記入 

   

■では、個人で、家庭で、社会全体で取り

組めそうなことを自由に話し合い、空い

ている箇所に（赤マジックで）書き、四

角で囲みましょう。 

 

◆ファシリテーター

は、話合いの内容を

把握しておく。 

◆会話をしながら記

入するよう助言す

る。 

まとめ １０ 

 

 

 

５ 

 

 

１０ 

５ ギャラリーウォー

クをする 

 

 

６ 元のグループに戻

って話し合う  

 

７ ファシリテーター

のまとめ 

■他のグループの活動の成果を見て回りま

しょう。 

■「共感した」考えにはシールを貼りまし

ょう。 

■この活動を通して気付いたことを話し合

いましょう。 

 

■絶対にいじめに向かわない子を育てる為

に、大切なことを皆さんで共有したいと

思います。 

・大人が話合いで出たキーワードに振り回

されないことが大切であることを伝え

る。 

 

■最後に、資料を読みます。家庭で、今日

の研修について話をしてもらえたらと思

います。 

 

◆「共感シール」等配

付する。 

 

 

◆まとめる必要のな

いことを確認する。 

 

◆ファシリテーター

の経験も交えなが

らまとめを行う。 

◆発表の場を持たな

いので、ファシリテ

ーターは、各班の意

見を積極的に聞き、

あとで紹介する。 

◆資料を配布する。 

・ストレッサー 

・大人のいじめ対応姿

勢５カ条 

 

 

展開例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめっ子 

自分が一番でない

と気が済まない 

自尊感情が

低い 

過去にいじめ

られた経験 

ストレスの

はけ口 

親のプレッシ

ャーが強い 

学歴重視 

ＤＶ 

いじめ 

他者との比較 

群れたがる 

経済格差 

個人・家庭・社会全体でできること 

○       ○       ○ 

少子化・核家族 

過保護 

情報化社会 

競争社会 

異質性を排除 

※資料については、子どもに対する偏見

や差別をなくす取組の参考になるもの

が望ましい。 

参考：東京電力福島第一原子力発電所事

故により避難している福島県民に対

する偏見や差別、とりわけ県外に避

難している子どもたちに対する偏見

や差別をなくすよう十分な施策を求

める会長声明 
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資料１ 

「いじめの追跡調査２００７～２００９ いじめＱ＆Ａ」 （国立教育政策研究所生徒指導研究センター） 
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資料２ 

大人のいじめ対応姿勢５カ条 

 

（１）いじめられっ子に非なし  

＜どんな場合でもいじめられっ子に寄り添う＞ 

 

（２）周辺こそがいじめの元凶  

＜いじめる子よりも周りの子への働きかけが大切＞ 

 

（３）昨日と違うちょっとした様子こそ発見の決め手  

＜深刻な時ほど子どもは訴えないので、それに気づく感受性が必要＞ 

 

（４）いじめの輪から新たな輪へ  

＜既存の集団と異なる新しい集団や世界を提供する＞ 

 

（５）いじめっ子だって泣いている  

＜いじめる子の抱えるストレスにも目を向けて＞ 

（鳴門教育大学大学院 教授 阪根健二 氏 監修） 

 

 

 


